
２０２２年診療報酬改定のとりまとめ案の
詳細解説と改定を克服する今後の経営戦略

プログラム

"中林梓氏”の2022年診療報酬改定の重点施策と病院経営戦略セミナー

どうなる改定率！！　“先手必勝”で2月初旬にも答申が予想される22年改定内容を読み解く！！

～我が国の診療報酬研究の第一人者が徹底して解き明かす、これからの医療制度・診療報酬改革のゆくえとは
　　　　　　　　　　　新型コロナウイルス感染拡大に伴う医療提供体制の在り方と、2040年問題を見据えた経営戦略～

2022年診療報酬改定の目玉政策は何か！！　中医協のとりまとめ案を分析し、改定以降の病院経営を展望する！！
機能別（急性期・地域包括ケア・回復期リハ・慢性期）改革と、医師の働き方改革をはじめとする医療制度改革への対応策を徹底解説！！
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 お申し込み後のキャンセルは準備の都合上開催8日前とさせていただきます。セミナー開催日の7日前以降のキャンセルのお申し出は受付かねます。ご注意

新型コロナウイルスの状況によっては、会場受講を見合わせる場合がございます。その場合は、オンライン受講・DVD受講（12/19のみ）・CD受講へのお切替えをご案内させていただきます。 会場受講について

"中林梓氏”の2022年診療報酬改定の重点施策と病院経営戦略セミナー   申込書■12月19日（日）　■1月23日（日）
「申込欄」に必要事項をご記入の上、FAXにてお送りください。折り返し請求書をFAXいたします。
また、オンライン受講の場合は受付後に、ご登録のメールアドレスに確認メールを送付いたします。
※参加料は、下記指定口座にお早めに（原則 開催1週間前までに）お振込み下さい。
※ご入金確認後、会場受講の方は「受講票」「会場地図」、オンライン受講の方は開催日3日前に
「受講用URL」をお送り致します。（DVD・CD受講は開催後1週間程度でお届けします）
振込名義　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
振込先:三井住友銀行　本店営業部　普通預金　７５７７１６２　
名義：カ）ホケンイリョウフクシサービスケンキュウカイ

Webからの
お申込はこちら⇒　

※ご希望の受講方法に□を付けてください。　  □ 会場受講　□ オンライン受講　□ DVD受講（12/19のみ、参加料+送料1,210円税込）　□ CD受講（参加料+送料1,210円税込）　　　　　　　　　

※オプションご希望の方は□を付けてください。　□ 無料個別相談（会場受講のみ）　□ DVD追加（12/19のみ、DVD代11,000円+送料880円税込）　□ CD追加（CD代6,600円+送料880円税込）　  　

※開催日時点での最新情報を含む内容となります。

Ⅰ．固まった2022年診療報酬改定のとりまとめ案の徹底解説と
                                                   施行に向けた準備と対応策
　● 診療報酬改定における基本視点と重点施策としての働き方対策とは
　● 2022 年診療報酬改定の論点から読み取る病院機能別の重点施策とその影響
　● 機能別（高度急性期・一般急性期・地域包括ケア・回復期リハ・慢性期）改定の方向と対策
　　・高度急性期・一般急性期－DPC/PDPS、機能評価係数Ⅱの改定の方向と対策
　　・地域包括ケア病棟・回復期リハ・療養病床・精神科病床・障害者病棟、有床診療所の改定の方向と対策
　　・入・退院支援加算と医療介護連携、医療介護の融合と医療・介護一体改革の促進
　　・病院・診療所の外来初診・再診・指導・検査・手術・処置・透析・リハビリ・その他の改定の方向と対策
　　・オンライン診療促進、かかりつけ医機能の強化、大病院の外来縮小と診療所・中小病院の外来対策
　　・在宅医療分野の改定の方向と対策、在宅療養支援診療所（病院）、在宅専門診療所、在総管・施設総管
　　・包括支援加算、在宅がん医療総合診療料、在宅自己腹膜灌流指導管理料
　　・訪問看護（リハ）、機能強化型訪問看護ステーション、看護師、
　　 リハ職配置割合、訪看頻度と医師の指示　　　
　● 病院機能強化と病床再編、療養病床からの介護医療院への転換対策

Ⅱ．2022年診療報酬改定をチャンスにする“先手必勝”の病院経営戦略
Ⅲ．給付と負担の崩壊が予想される2040年を見据えた
                                                      病院経営トップへの提言

　皆様、こんにちは。ＡＳＫ梓診療報酬研究所の中林梓で
す。コロナ禍で始まった前回改定の顛末は次回改定にどの
ように引き継がれるのか？2025年に向けた地域医療構想
や地域包括ケアシステムの構築に向けて、入院や外来機
能の再構築、かかりつけ医機能の充実はどう進むのか。更
には2024年に施行される医師へ労基法適用や2040年
以降に訪れる、少子化による労働人口の縮小への対応とし
てのＩＣＴ利活用やタスク・シフティング、オンライン診療等
への対応はどう促進されるのか。
　また、2021年介護報酬改定で盛り込まれた感染症への
対応・ＢＣＰ構築は次回診療報酬改定にどのように反映さ
れるのかなど、盛りだくさんの内容となっています。これら
を整理して、次回改定への対応策を考えていきたいと思っ
ています。是非ご参加いただければ幸いです。　中林　梓

令和4年

1月23日㈰
PM1:30～PM5:30

参加者（送付先）氏名 所　　　属 役　　　職

e-mailF A X

＆オンライン（ZOOMウェビナー）
東京都中央区銀座7-2-22　TEL 03-6228-5995

銀座同和ビル2F
（HMSセミナールーム）

会場＆オンライン＆DVD＆CD（選択可）

※参加ご希望の日付と受講方法にチェックをお願いいたします。　　


